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第11章 暮 らしの中の労働 と余暇
暉 峻 淑 子
現代社会では一般に 「労働」 と 「生活」を分離 したものとして、あるいは対立 したものとし






しか し、ここでは、労働と余暇を内包する全体としての生活を 「生活」 と呼びたい。24時
間の生活、あるいは一年の、あるいは生涯の生活の中で、労働 と余暇が、どのように依存関係
を持ち、影響 しあい、あるいは対抗 しあっているか、 という視点でこの小論をまとあることに
する。一
(瀏 時間を含む)驪 炉 ●用便 ● ③のAl齢 育児
③のBは 教養、 レクリ
エーション交際など
①+②+③ で成 り立 っているのが生活であるから、労働や余暇は生活の一部である。
②+③ を広義の余暇とする場合もあるっまり、労働以外の時間をさす。










は維持 され て きたのであ る。
しか も人間 は フランク リンの言 う 「道具 をっ くる動物」であ るか ら、 技術革新 によ って労 働
のあ り方 は大 きく変 わ り、 その細分化、効率化 は生産力を飛躍的に高め ると同時に、技術、 機
械 に依拠 した時 間配分 の しかたが人間 を支配す るよ うにな る。
また市場競争 の下 でよ り多 くの利潤 を求 ある資本制生産 は、っね に新 しい技術を とり入 れ よ
うとす るが、 それが労働 時間の短縮 にただちに結 びっ くことはない。内的な労働密度の点 でも、
外的 な労働時 間の点 で も、余暇 をで きるだけ圧縮 しよ うとす る衝動を持っ。労働時間をめ ぐる
労使 の抗争 は、労働賃金 をめ ぐる抗争 の歴史 とともに今 日に至 って いる。 た とえ ば1953年 、
ドイッのDGBは 週5日 制労働(40時 間労働)を 掲 げ、1956年 には ドイ ツ金 属労 働産 業組 合
が6週 間の ス トライキの後、週休2日 制を実現 した。1984年 に54万 人が参加 した ス トライ キ
によ って、週37～38時 間労働 が達成 された。1990年 には、金属労組(IGメ タル)が95年
までに週35時 間労働 に移行す ることを経営側 と合意 し、 フォル クス ワーゲ ンはひ と足 先 に週
36時 間労 働 に移行 した。 なお介護保険導入 に際 して、年 間1日 の祝 日返上 が定 め られ たが労
働者側 の不満 は大 きい。 労働時間 と賃金 の二 っの要素 の うち、 どちを重 くみるか という点では、
日本人 は長 い間、賃金 に重 きをお いて きた ものの、1967年 頃か ら変 化 があ らわ れ は じあ、80
年代 には と くに若 い世 代で逆転 し、長 時間労働、残業 の多 い企業 は、賃金 が高 くて も敬遠 され
るよ うにな った。(表 ①)






他方、企業 の側 で も質 の高 い人材 を望 めば、労働時間 を短縮せ ざるを得 なか った し、国際的
にア ン ・フ ェアな長労働 時間が ソシアル タンビニグ として非難 され た こと も・あ って、大企業 か
ら徐 々に時短 が進行 中である。 しか し日本の労働時間は経済環境に左右 されやす く、オイルシ ョッ
クによ って逆 に再延長 され た り、80年 代末か らの時短促進 も94年 不況 によ って停滞 した り延
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長されたりしている。先進国中、最 も長い労働時間であることは、今 日も変わらない。 この点
については後にのべる。
アダム ・ス ミスが言 ったように、労働は労苦であり、「自由の犠牲」の代価が賃金であり報
酬であるとしても、労働はただ生存のためのやむをえない苦役としてだけ存在するのではない。






分が社会か ら役に立っ有用な人間であると認知されることであるか ら、働 くことによって人間
は、自分の社会の中での存在価値をた しかめているのである。っまり労働 は 「生 きがい」であ
る、といわれるのは、右のような二っの理 由によるものであると思われる。(勤 労の勤はいそ
しむの意であるが、いそいそと喜んでという意味を含むという)
定年退職 した人 びとが、年金で生活できて も、生きがいを失なって喪失感にとらわれ、社会
か ら疎外 されたと思うのは、労働が苦役であると同時に、`社会に役立 っているという自己存在
感、 自己実現の要素を持 っているからにほかならない。


















日本国憲法が第27条 で 「すべての国民は勤労の権利を有 し」 と規定しているのも、労働 に
は右のような本質があるからだろう。
マルクスはプロテスタンティズムの 「労働の倫理」が、資本主義の利益に適合 したイデオロ
ギーである、 と批判 したが、 しかし、アダム ・ス ミスの 「労働は苦痛である」 という考えには
同意 しなかった。労働が苦役であるのは、資本家に雇用 される労働者が、資本に搾取されると
いう資本制生産特有のシステムに由来するのであって、生産の技術が労働者の労働を軽減 し、
労働者自身が経営に参加するようになれば、労働 は苦役ではなくなる、 と彼 は考えていた。
それだけでな く、労働こそは人間を他の動物から区別する属性であり、労働によって人間の
頭脳 と能力 は発達 し、労働によって社会的な連関がっくられ、労働によって社会 は維持発展す
るのだと考えた。彼は労働の本源的な意味を 「労働は自然 と人間をっなぐ環であり、 自然 と人
間とのあいだの、たえざる物質代謝を媒介する不可欠な行為」だと要約 している。
しかし、利潤の増殖を目的とする資本制生産は、労働者の生理的限界ぎりぎりまで労働時間









上させるなど、奴隷か ら区別される文明への参加一の時間となる」 という言葉を、資本論 とい
う出典ぬきで読めば、現在 くり返 されている言葉 と、ほとんどかわらない。
資本論か らほぼ80年 おくれて、1938年 、ホイジンガは著書 「ホモ ・ルーデンス」で、 文化
的創造(言 語、競技、法律、戦争、知識、芸術などのすべて)が 、遊びを土壌としている、 と
のべ、遊びの持っ創造力を証明しようと試みた。









い人は、 いっも誰かに指示 してもらって動 く人間になり、自立 した人間にはなれない。子ども
は遊びという経験を通 して、本当に自分がやりたいことの楽しさを知 り、受身でない創造力を
発揮することに目覚めるのだと言 う。遊びがなければ仲間を持っことの本当の楽 しさを知るこ







同じことを他の角度からスピノザは 『エチカ』(1677年)の 中で次のようにのべている。 人
間の体は性質を異にする多 くの部分か ら成 り立 っているので、それぞれの器官がいっもよく働
き心身共に能力を十分に発揮するためには、それぞれの諸器官が多様で必要な栄養をとらえね
ばならない。自由な生活の楽 しみこそが、生命活動の栄養である、と。














では、戦後日本の労働と余暇は、どのように関連 しっつ今 日に至 ったのだろうか。日本の労
働 と余暇の特徴は、どのような ものなのだろうか。
戦後、 日本の社会で レジャーという言葉がはやり出したのは、余暇開発センターによれば
58年 から、石川弘義 「欲望の戦後史」によれば、1960年 、61年 からだという。 この年 のゴー
ルデ ンウィークに、「朝 日」「毎日」だけで8本 の大きな レジャー広告があった。
「レジャー ・ウィークの計画発表、いまやたけなわのゴールデン・ウィークを有意義なレジャー
ですごす。 こんなプランはいかがですか」
「青い海のレジャー ・タイム。イタリア映画"歌 え!太 陽'シ リーズ、サマー リゾー ト・レ
ジャーウエア発表会」など。
週刊誌 もレジャー宣伝広告 と同時に、 レジャー特集記事を組んでいる。
1945年 。戦争直後は、一人あたり僅か743カ ロリーの食糧配給で、46年 には1千 万人餓死
説が眞実味をおびて語 られていた。
1950年 代 になって、朝鮮戦争特需景気があり物資統制配給が解除され、1960年 、経済白書




だった。 しか し一方で人間疎外という言葉が一種の流行になったのも60年 代だった。「経済の
成長 と 「労働過程での人間疎外」 はレジャーの二要素、だと言われる。(因 みに、戦前の労働
と余暇にかんする研究的要約にっいては、寺出活司著 『生活文化論への招待』新文堂、の第4
章 「近代 日本の生活文化」が私の知る限りでは、最 もす ぐれた社会論 になっている)。
60年 代からのレジャー時代に対 して、 レジャーの意味を、 日本の識者達 はどのよ うに捉え
ていたのだろうか。ほとんどは欧米の社会学者達(デ ュマズディエ。S・ パーカー。G・ ソウ







「労働 と余暇を鋭 く対立分裂 した もの として意識す るよ うな、労働 のあ りかた、 社 会情況 へ の
批判」 「レジャーが環境破壊 に手 を貸 す」 ことへの問題提起 など、 さまざ まな観 点 を くりひ ろ
げてい る。(私 の浅学 のためか、 ヨーロ ッパにはア リス トテ レス、 ソク ラテス、 ア トリックの
ヨゼ フ ・ビーバ ー、 プロテスタ ン トの リチ アー ド・バ クスター、 シアルル ・クー リエ、カール ・
マルクス、 マ ックス ・ウエバー、 の余暇 にかんす る思想史 があ るのに、 日本独 自の
余暇 をめ ぐる思想史にっいて は、 まだ発見 で きな いでい る。 日本人 は、余暇 その ものの意義 に
っ いて、昔か ら意識化 して論 じる必要 がなか ったのだろ うか)
さて、余暇開発 セ ンターの 『余 暇はど う変 わ ったか』 や石川 弘義 『戦後欲望 の歴史』 による
と、1940年 代 の余暇 は、生活の困窮 にもかかわ らず、「性 の開放」 が占領軍 とパ ンパ ンガー ル
によ って、アメ リカ式文化 の流入 とい う形 で 日本社会 を風靡 した。第一次 ベ ビーブーム時代で
あ る。他方 では貧 困と開放 の裏返 しと して、 ま っさきに息 を吹 き返 したのがギ ャンブルで あっ
た。競輪、競馬、宝 くじ、 マー ジャン、街頭賭博が堂 々と横行 し、 それ は人間の本能 的欲 求を
満 たす娯楽 であ ったといえる。家庭で の楽 しみは、 もっぱ ら戦時中 とはす っか り調子 を変 えた
ラジオ と映画 であ った。
50年 代 は前述 したよ うに、 日本 の主権 回復、朝鮮戦争特需 などで経済が 回復 し、53年 に は
国民所得 だけをみれば(住 宅な どの ス トックはまだ はるか に貧 困だ った)戦 前 の水準 に到達 し
て いる。55年 の神武景気、50年 代末 のテ レビ、洗濯機、冷蔵庫 の三種の神 器家電 ブー ムが始
まった。
50年 代 の レジ ャーは、40年 代 にひきっ づき公営 ギャ ンブルとパ チ ンコ店 の隆盛 で ある。51
年、 パ チ ンコ店 は全 国に4万5千 店 あ り、 現在 の2.5倍 に達す る。
50年 代後半 にはテ レビが ラジオにとって代 り家庭娯楽の中心 にな り、 「週刊新潮」 な ど週 刊
誌 が数多 く創刊 された。映画 は58年 を ピークにテ レビにとって代 わ られ る。
家電製 品の普及 によ って主婦 の家事時間 が減少 し、主婦が レジ ャーの時間を持 っ ことがで き
るよ うにな ったの もこの頃か らである。
60年 代 は国民所得倍増計画 によ って投資 が投資 を呼 び、64年 、東京 オ リンピック もあって、
いざな ぎ景気 と呼 ばれ る経済の高度成長が あ った。その結果、大量生産 ・大量消費社会になり、
高速道路 や新幹線 の整備 も進んで、 レジ ャー もまた、マ ス レジャー時代 に突入す る。 しか し、
その裏側 では公害問題が人命 に も及 び、学生運動な どの反体制運動 が盛 んになった。
この時代 の レジャーは、 カラーテ レビ、 クーラー、マイ カーの新三種 の神器、 モータ リゼー
シ ョンとモーテル、海外旅行、 レジャー ラ ン ド、 トル コ風 呂などが流行 した。競馬が競輪 にとっ
て代 って大衆化 した。
余暇の大衆化 に対応 して、 この時か ら余 暇産業 の大規模化 が始 ま り、新 しい成長業種 となる。
ゴル フ場建設 ブームも始 まった。
企業 が従業員 とその家族 むけの保養施設 を一流観光地 に福利厚生施設 と して建てたの もこの
時代 の特 徴で ある。
1970年 代 は ドルシ ョックといわれ る円高不況 とオイル シ ョックによ って、経 済 は大 き く低









ムセンターなどの身近な余暇活動が盛んになり、ママさんバ レーや、75年 に始 った高齢者む
きのゲー トボールは全国にまたたくまにひろが った。カルチャーセ ンターブームに応えて、朝
日新聞社の 「朝 日カルチャーセンター」、NHKの 「NHK文 化センター」が設立 される。文化
関連情報誌 「ぴあ」の創刊 も72年 のことである。インフレと不況の中で余暇産業は低迷 した。
80年 代は、貿易黒字摩擦にみ られたように、70年 代の不況を、輸出によって回復 させた時
代である。その結果円高が進み、輸出をへらすため内需を拡大せざるを得なくなった。超低金
利政策や財政支出によって株価と地価のバブル経済時代を迎える。地価や株価が急騰 したこと
か ら、人びとは、資産価値が大幅に上ったと思 いこみ、70年 代の反省 もどこへや ら、再び高
額浪費に酔 うようになる。
この時代 の特徴は、余暇産業の急成長である。東京ディズニーランドなどのテーマパーク建
設があいつ ぎ、長崎オランダ村、 日光江戸村などが各地にっ くられた。87年 の リゾー ト法の
成立は、バブルをかき立て、 ゴルフ場、スキー場、 リゾー トマンションなどを乱立 させて、環
境破壊を大 きくした。また88年 、東京 ドームの建設は、各地に ドームブームを呼び起 こした。
地方自治体が地域振興の名 目で各地で博覧会を開催 し、かえって赤字を出したのもこの頃であっ
た。
この時代の特色 は、開発 ブームと同時に、 ソフト・レジャーが盛んになったことである。任










80年 代の リゾー トブームは完全に崩壊 し、自然破壊のあとだけが残 った。地価下落だけで
なく円高による 「価格破壊」 と称する物価下落がはじまり、 レス トランや外食弁当などの価格
も下がった。不況対策のための公共事業 は地方 自治体の公共スポーッ施設、公民館などを次々
に建設 したか ら、地方自治体の負債は増えたが地域の中で手 ごろな楽 しみを求める 「仲間つ く
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りのレジャー」がひろが りっっあることも90年 代の特色 といえよう。生涯教育セ ンターや、
阪神大震災で注目を浴びたボランティア活動、釣りやキャンプなども盛んで、海外旅行熱 は、
旅行者数を減 らしたもののあいかわらずの盛況である。
以上、戦後の経済発展 と余暇活動の変化 を、簡単 にふり返 ってみた。
その中に余暇と労働 にかんする、いくっかの日本的特質を見出すことができる。
その一、 は、 日本独特の労働時間の長 さである。一般に引用 される日本の労働時間の統計調
査 は、労働省の 「毎月勤労統計調査」 と、総務庁の 「労働力調査」 とである。前者の労働省の
「毎勤」(通称)は 事業所を通 して調査される統計であり、後者の 「労働力調査」の方は世帯を





しか し、一般には、労働時間が短か く出る 「毎勤」の方が引用され、専門的な論文以外にこ
の差異が明記されることは少ない。
なお、この他にも、日本の労働統計 は、欧米の労働統計にくらべて、労働時間を実態よりも
短か く計算 している点がある。その一は労働には手待時間といわれるものがあり、作業場 に入
り、実際に機械が動き出すまでの前作業、準備が行われる。 ところが、それが必然的に必要な













次にかかげるのは最近、埼玉県の中学の社会科の先生が送 って下 さった生徒達のレポー トで
ある。
その先生 は、社会科の時間に 「自由競争社会」をテーマに授業をした。生徒たちに 「自由競
争はいいことか?」 とたずねると、幼少の時か ら受験競争 と偏差値の差別に馴 らされてきた子








そ こで先生 は 「君達 のお父 さんの一 日を、新聞記者 になったっ もりで取材 して きな さい」 と
い う宿題 を出 した。宿題 の レポー トが提 出 されてか ら、先生 は、 それ らの レポー トを印刷 して
教材 として使 った。 その うちの、 ごく一般 的な ものの ひとっを ここに紹介 す る。
生徒達 は、 お父 さんの生活時間 しらべ を してか ら、す っか り考 えが変 わ り、次 のよ うな意見
を発表 した とい う。 「お父 さん は家族 のた めにがん ば って働 いて いる。お父 さん はえ らい と思
うけど、 ぼ くはあんなにな りた くない。会社 の競争 は働 いてい る人 を苦 しめ る。商品 が安 くな
るのはいいけど、働 く人間 に とって はよ くない こともあ る。 自由競争 にはあまり賛成で きない」
「で きるだ け多 くの品物がで きあがれば、 それ だけ会社 の収入 もふえ ます。 会社 員 は上 司 には
さか らえない し、 もし残業 を断われば会社 に居 ず らくな って しま うと思 います。 やは り家族 の
ためだか ら、 がんば っているのだ と思 います」
「国全体で改善 しなければ長時間労働 はな くな らない と思 う。夜 おそ くまで働か ないと会社
は生 き残 れない し、 お父 さん もク ビにな る」
「日本 では これ くらい働か なければ充分 なお金 が はい って こない。 き っとお父 さん は子 ど も











10:30～12:00外 廻 り(午 前の部)
12:00～12:30昼 食をとりなが らお客様と電話。(怒 りの電話などを受けっける)
12:30～5:00外 廻 り(午 後の部)
5:30会 社到着
















昭和63年 2,111 1,922 189
平成元年 2,088 1,898 190
平成2年 2,052 1,866 186
平成3年 2,016 1,841 175
平成4年 1,972 1,823 149
平成5年 1,913 1,7so 133
平成6年 1,904 1,772 131
63～元年 △23 D24 1
元年～2年 D36 D32 △4
2年 ～3年 △36 D25 △11
3年 ～4年 D44 △18 026
4年 ～5年 △59 △43 △16
5年 ～6年 D9 △8 △2
図表序一2労 働者1人 平均年間総実労働時間の推移表 ⑤
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第11章 暮らしの中の労働と余暇
やお母さんに少 しでも苦労 させないようにおそ くまで働いてお金をかせいでいるのだ と思 う」
など、自分達の親の労働 にっいて真剣な討論になった。先生は、 もう一時間、特別に 「自由競




間以上の超長労働時間に属する労働者が全体の%、 年間2,548～3,068時 間働 く長労働時間に
属する労働者が全体の%で 、全体の半分以上が、この二っのグループに属する。
私達のまわりの実態 もこの数字の方に合 っている。


















八 八 九 九 年
〇 五 〇 二
/付 響 取得騨 取器
昭和48年1973年 労働 省
74大 臣 官房 政策 調 査 部





7930人 以上 の規 模 の事 業 所
55年1980年14.48.861.1
8115.08.355.3年 次 有 給 休 暇 が あ るの に 、 な ぜ 半 分
8215.18.757.6し か と らな い の か。
8314.88.859.5取 得 率 はむ し ろ減 って い る。 こ れ も



















名 目 実 質 名 目 実 質
昭和48年 1973年 116,715207,804 21.0 4.8
74 138,451 207,743 18.6 一 〇.o
50年 1975年 152,362215,849 10.0 3.9
76 171,293224,509 12.4 4.0
77 190,095235,080 11.0 4.7
78 208,602246,851 9.7 5.0
79 225,237260,415 8.0 5.5
55年 1980年 245.547, 269,024 9.0 3.3
81 260,801277,867 6.2 3.3
82 273,322287,041 4.8 3.3
83 285,593295,371 4.5 2.9
84 305,144308,501 6.8 4.4
60年 1985年 324,159322,753 6.2 4.6
86 338.353, 332,004 4.4 2.9
8? 353,989347,535 4.6 4.7
88 376,889368,351 6.5 6.0
平成元年 89 402,311 384,141 6.7 4.3
1990年 432,589404,561 7.5 5.3




一日の生活時間の中の自由時間は、たしかにふえている。 しか し20年 間に




(出典)NHK放 送文化研究所 「1990年 度国民生活時間調査(平 成3年3月)」
?? ? ??????????
















による出来高払い、裁量労働などが、期 日に追われてふろしき残業まで しなければな らない状




次に指摘 される第二の問題点 は、仕事が終 っても上司や仲間がいる限 り、なかなか職場を去
ろうとしない勤労者の習性 について、である。他人より一足、先に来て、帰る時は少なくとも、
まっさきには帰 らない。年休 も半分 しかとらない。家族や生活のことよりも、会社第一に考え
る会社人間、企業帰属意識、会社 との同一化が、どのようにして起るか、 という問題である。
このことに関 しては、客観的条件(社 会的背景)に その原因を求める渡辺治 と、個人の内面
に原因ありとする藤田省三のどちらもが真実を言い当てている。
会社人間がどのようにしてできあがるか、 にっいては、入社前の学校教育にまで遡 らねばな
らないが、紙数の関係もあり、その点 にっいては、すでに岩波新書 『戦後を語 る」の中にも書
いたので、 ここでは割愛する。
一言で言 えば、軍国主義時代の天皇のために死ぬファンズムの教育 は、現在、よき企業人 と
なる教育 に変わっただけである。人生を会社 に捧げっ くし、他社 との競争、 自社内にの出世競
争、国際競争をものともせず、会社の規則を遵守、遅刻も欠勤 もせず、単身赴任 も甘受 し、そ
















がいを見いだす民族で、キ リス ト教的な考えとは異る儒教の精神風土を持っている、 と解説す
る人 びとがいる。そのような見方に対 して、藤田省三は 『全体主義の時代経験』の中で、働き
蜂の会社人間というのは、結局ニヒリズムの裏返 しであり、それを 『能動的ニヒリズム」 と呼
んでいる。
人間として外の世界の事柄 と対面するのを怖れ、相互的交渉を怖れ、その恐れを自ら認める
ことを忌避 してその結果 としての 「安楽」への隷属状態に甘ん じる。 もし自由に開放 された休
息や楽 しみ、安 らぎを求める人間なら、隷属状態を欲することはない。安楽への隷属 は、手近
なところで保護 してくれそうな者を利益保護i者として探 し求める。会社への依存と道剰忠誠、
有力組織への利己的な帰属心、その線上での国家への依存感覚 過剰忠誠とは、誠実 という
ような克己や抑制を伴 う徳性 とはまった く違う反対物である。そのような会社人間が、余暇を
得て、全 く自由な、強制のない主体的な場を得たとき、いみじくもフロムが言ったように、す
べてを自分で考え、 自分で感 じ、 自分で判断しなければならない自由の重さに耐えかねて しま
うのではないだろうか。
内山節は 「時間にっいての12章 』で、他の言葉で、藤田の言ったことを豊かに言 いかえて
いる。
つまり1960年 代以降の社会は、人間が自分の一生を、社会のっ くり出 したシステム通 りに
っ くっていかなければならない社会だった。学歴社会、一流大学、そして企業へ 。企業の
中では管理された時間秩序があり、そのような時間に支配された 「よき企業人」になればなる




か らない労働である。誰かがきめ、作業行程のマニュアル通 りに働 くとき、それは、会社との
関係の中で労働 しているのであって、 自然や社会そのものとの関係、作品そのものとの間で出
会う喜びや豊かさは、そこにはない。 自分が自分 としてある存在の時間を切 り売りすることに
よって、自分の時間を他者のきめた支配と計画通 りにす りへ らしていく。その時、勤労者その
167













だ 「時間消費型余暇」であるにすぎず、「余暇像なき余暇増」をっ くり出す にす ぎないのでは
ないだろうか。
日本人の余暇を調査する場合に、余暇産業を通 して調査すれば、それでほぼ全体像がっかめ



















二 五 〇 三
消 費 支 出 計 自由 時 間 関連 支 出
/実 数 黻 比 総務 庁 統 計 局
(円)(円)(%)「 家 計 調 査 年 報 」
昭 和48年1973年1・345・394281・32420・9よ り作 成
741,632,286342,72821.0
50年1975年1,895,786407,58821.5全 国全 世 帯
762,097,484445,42421.2自 由 時間 関 連 支 出 と は、
772,285,961494,52721.6一 般 外 食
782,420,568536,65522.2耐 久 財





833・114・249694・28522・3の 合 言襭 で
、1世 帯 当 た りの
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